
OpenStackが本当に必要なのはどんな時？
- インフラの徹底的なシンプル化を推し進めるNutanixから見た最適解とは -
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(1年前の)Nutanixについて

2500＋ のお客様

70 か国以上

データセンターのインフラストラクチャーを極限までシンプルに変え、

IT部門がアプリケーションやサービスの提供に集中できるようにします

創立 2009 年 米国サンノゼ

従業員 約1,700名



(現在の)Nutanixについて

6200＋ のお客様

100 か国以上

データセンターのインフラストラクチャーを極限までシンプルに変え、

IT部門がアプリケーションやサービスの提供に集中できるようにします

創立 2009 年 米国サンノゼ

従業員 約2,500名



目的を達成するための、手段の選択

A) 〇〇でしかできない

B) 〇〇でやると、他の手段でやるよりも良い/簡単

C) 〇〇を使ってもできるが、
本当は他の手段でやったほうが良い/簡単

D)〇〇ではできない

当セッションの主旨



【昨年のおさらい】
Nutanixのハイパーコンバージドインフラ



従来型インフラ と ハイパーコンバージドインフラ

汎用的なサーバー × SDS 
× 統合管理ツール

ハイパーバイザー

VM VM
ハイパーバイザー

VM VM

ストレージ
コントローラ

ストレージ
コントローラ

ストレージ
コントローラ

ストレージ
コントローラ

サーバー サーバー

ストレージ
コントローラ

ストレージ
コントローラ

x86サーバー ＋ SAN + 共有ストレージ装置



Nutanixの基本アーキテクチャ

仮想マシン

Hypervisor HypervisorHypervisor

Nutanix Controller VM
(サーバー毎に1つずつ)

Node 1

ローカルディスクを束ねて分散ストレージを構成

Node 2 Node N

共有ストレージ
装置が不要

データ
階層化

Nutanix = 仮想化基盤 × 分散ストレージ × 統合管理

マウント

PCIパススルー

最少3ノード
(ノード=物理サーバー)



最適なデータ配置 ≠ 均等なデータ配置
- ローカルSSDを最大限活用：データローカリティ -

分散ストレージ
ファブリック
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最適なデータ配置 ≠ 均等なデータ配置

分散ストレージ
ファブリック

• 330,000 4K Random Read  IOPS /2U

• 170,000 4K Random Write IOPS /2U

•リニアなスケーラビリティ

•レイテンシ

•トラフィック



• ブレードシステム？

• 高集約筐体のみ？

• 自社製独自HW？

→すべて”No”

ハードウェアとして見たNutanix



• ブレードシステム？

• 高集約筐体のみ？

• 自社製独自HW？

→すべて”No”

ハードウェアとして見たNutanix

電源とファンのみを共有した、独立ノード

サーバーモデルや 搭載も選択・混在可能



運用性：シンプルでわかりやすいWeb GUI – Prism 



運用性：One-click upgrade

更新手順の自動化
(ローリングアップデート)

•最小限の操作

•最小限の業務影響

更新対象

•Nutanix Controller VM

•ハイパーバイザー

• BIOS

• BMC(リモート管理ボード)

•ディスクファームウェア

•HBAファームウェア



柔軟性：台数に比例した性能向上

• 数回のクリックで増設完了

• 異世代、異機種、ストレージ容量拡張専用のタイプのノードも混在可能

• ＆ の混在も



柔軟性：インフラの世代交代問題も新陳代謝で解決

入替え完了
保守期限満了に
伴う機材入替え

リソース拡張スモールスタート

2016年 2016年

2018年

2016年

2018年

2021年

2018年

2021年

保守期限満了

新しいノードを
補充（追加）

• 仮想化基盤の一斉更改が不要
• クラスタからの取り外し操作はGUIで2クリック
• データやVMの手動移行作業が不要
• VMは無停止で作業完了



ここまでのまとめ - Nutanixの特長

• シンプル
• No-SAN

• ローカルストレージ

• 高速
• データ階層化

• データ分散配置の最適化

• インメモリキャッシュ

• 堅牢
• 分散コントローラー

• 筐体間レプリケーション

• 冗長性の自動修復

• 運用性
• ブラウザベースのGUI, CLI, API

• One-click

• 柔軟性
• リニアな性能向上

• GUIでのノード増設＆取り外し

• 異なる世代・機種を混在可

• 汎用性
• 多機能

• 多様な選択肢（Hypervisor, HW)



【おさらい】
NutanixとOpenStackの連携



“OVM”によってOpenStack RPCを変換



Nova Cinder Glance Neutron

AHV
Acropolis

Block Service
Acropolis

Image Service
Open vSwitch

(in AHV)

コンポーネント間のマッピング



Nutanixクラスタ全体を1つの
ホストとして認識

↓
• インフラ拡張や更新が

Nutanix側の操作で完結
• HAや自動配置も

Nutanix側の機能で実現



Nutanixは、OpenStackユーザーを
低いレイヤーの作業から解放します

要するに…



セルフサービス化
• インフラとサービス/アプリの分業

マルチテナント化
• テナント間のネットワーク自動分離

• テナントごとのリソース上限制御

標準化
• OpenStackのAPIを活用した管理

(1年前)どんなときにNutanix単体ではなく

OpenStackとの連携を検討するか？



セルフサービス化
• インフラとサービス/アプリの分業

マルチテナント化
• テナント間のネットワーク自動分離

• テナントごとのリソース上限制御

標準化
• OpenStackのAPIを活用した管理

OpenStack固有の機能を使用したい

(現在は)どんなときにNutanix単体ではなく

OpenStackとの連携を検討するか？



• 簡易IaaS機能

• 数分でセットアップ完了

 VM(AHV)&Dockerコンテナ対応

• 管理者

 リソース割り当て設定

 仮想ネットワークのアサイン

 VMテンプレートのカタログ化

• 利用者

 セルフでVMを展開

Prism Self-Service



OpenStackが必要な時とは？
- ①機能ベースで考える -



OpenStackの各プロジェクトへの理解が完全ではないため、
正確ではない可能性があります。

また、Nutanix側の機能のカバレッジについては、
発表済みで近日リリースのものを含みます。

免責事項
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OpenStackが必要な時とは？
- ②目的ベースで考える -





Source - https://www.openstack.org/assets/survey/April2017SurveyReport.pdf



Source - https://www.openstack.org/assets/survey/April2017SurveyReport.pdf

1.ベンダーロックインの回避

2.イノベーションの加速

3.運用効率の向上

4.お金の節約

5.オープンなプラットフォームとAPIの標準化による

ハイブリッドクラウドへの対応

6.セキュリティやプライバシーに関する目標の達成

(7.優れた技術者の興味を引きつける)



NutanixもOpenStackも
同じ課題を解決できる場合がありますが、

アプローチが大きく異なります

ポイント



1. ベンダーロックインの回避

OpenStackの課題

• クラウドロックイン
→OpenStack以外との
ポータビリティ

Nutanixのアプローチ

• HWの選択肢

• Hypervisorの選択肢

• そもそもVM層が
ポータブルなため
ロックイン不可

• 他の仮想化基盤と同程度

OpenStackのアプローチ

• オープンソース

• 中立なプロジェクト



2. イノベーションの加速

OpenStackの課題

• プロジェクトの膨張

• 意思決定のスピード

• 高スキルな人材の投入

Nutanixのアプローチ

• インフラ管理の簡素化
→イノベーションに
使える時間を創出

• セルフサービス化
→Devがすぐに使える
インフラの提供

OpenStackのアプローチ

• 多岐にわたるプロジェクト



3. 運用効率の向上

OpenStackの課題

• コンポーネントの更新

• コンポーネントの多さ

• 無停止/要停止

• 依存関係

Nutanixのアプローチ

• インフラ管理の簡素化
→数回のクリックで、
無停止かつ自動

• セルフサービス化
→仮想マシン管理の
負担低減

OpenStackのアプローチ

• デプロイツールの開発



4. お金の節約

OpenStackの課題

• OpenStack自体の
管理工数も含めたTCO

• 高スキル人材の雇用・育成

• 商用サポートの要否

Nutanixのアプローチ

• インフラ管理の簡素化
→作業工数の削減

• 必要なときに
必要な分だけ拡張
→買いすぎない

OpenStackのアプローチ

• オープンソース



5. オープンなプラットフォームとAPIの標準化による
ハイブリッドクラウドへの対応

OpenStackの課題

• OpenStackベース以外の
クラウドとの標準化

• バージョン間・
プロジェクト間の互換性

Nutanixのアプローチ

• Rest APIの提供

• Nutanix CALM

• Self-service

• App Lifecycle Mgmt

• Multi Cloud

OpenStackのアプローチ

• OpenStackベースの
Private/Publicクラウド









6. セキュリティやプライバシーに関する目標の達成

OpenStackの課題

• 更新作業の大変さ

• サポートライフサイクルの
短さ

Nutanixのアプローチ

• 更新を容易に

• 暗号化

• セキュリティ認証

OpenStackのアプローチ

• オープンな開発体制

• IT資産の一元管理



• なぜOpenStackにすべきなのかを明確に持つ
→機能 or 目的

• IT部門の在り方を変化
→社内/組織内クラウド事業者に

• 高度なスキルを持つ社内人材に投資
→脱・外部依存

• ハイパースケール
※ちなみにNutanix最大ユーザーは1750+ノード規模

結局、OpenStackを利用する恩恵が得られるのは？



Platform9

オンプレミス

OpenStack as a Service

• OpenStackのコントロール
プレーンを、SLA保証した
マネージドサービスとして
提供

• OpenStackのインストール、
監視、トラブルシュート、更
新はPlatform 9が実施

• Nutanix テクノロジー
アライアンスパートナー

Nutanixユーザーに適したOpenStackの例 – Platform9

5

AHVAHV

Platform9
Managed

OpenStack

Platform9
エンジニア

IT管理者
IT利用者



まとめ



• Nutanixは、OpenStackユーザーを
低いレイヤーの作業から解放する

• OpenStackそのものは必ずしも万人向けではないため、
利用目的に合致するか否かの見極めが重要

• 得られる恩恵と敷居の高さのバランスには注意

• 技術としてはどちらも興味深い

• NutanixはOSSではありませんが…

まとめ



できる限りオープンに！

Nutanix Community Meetup

• http://j.mp/nutanix

• 平日夜に技術勉強会を開催中

• 対象：Nutanixに興味のある
ITインフラエンジニアの方

• Slackはじめました！

Nutanix Bible

• http://nutanixbible.jp

• Nutanixの詳細アーキテクチャ解説

http://j.mp/nutanix
http://nutanixbible.jp/

